
発行　京都府宇治市

寥謡禦諧

･fci（0774）22-3141

?こ

1B-ii日71日尭7

１１／７

　 　 平 成 元 年

　 　 ( 1 9 8 9 年 )

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ●

　 　 第 8 5 1 号

青少年問題の悩みなどお気軽に

ご
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歴史資料館

夏休み企画　今と昔の巨椋池

写
真
や
生
活
用
具
を
展
示

◆
７
月
2
3
日
間
～
９
月
1
0
日
間
◆
入
場
無
料

市
民
の
生
涯
学
習
を
推
進
…

社
会
教
育
委
員
な
ど
決
ま
る

　
こ
の
程
、
平
成
元
年
度
・
二

年
度
の
社
会
教
育
委
員
、
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
、
図
書
館

協
議
会
委
員
が
決
定
Ｌ
荼
し
た
。

　
社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教

育
に
つ
い
て
の
計
画
立
案
を
は

じ
め
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
て
意
見
夕
通
べ
た
り
、
委

’
嘱
公
冥
口
だ
事
項
に
つ
い
て
社

会
教
育
団
体
や
指
導
者
な
ど
に

助
言
と
指
導
を
行
い
李
ｆ
ｙ
。

　
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
公

民
館
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企

画
実
施
に
つ
い
て
、
調
査
・
審

議
す
る
た
め
に
設
置
。
ま
た
、

図
書
館
協
議
会
は
、
図
書
館
の

行
う
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
意
見

か
述
べ
ま
ず
。

　
今
日
の
高
齢
化
・
高
度
情
報

化
・
国
際
化
な
戸
急
速
に
変
化

す
る
社
会
情
勢
と
市
民
ニ
ー
ズ

に
こ
な
又
る
た
め
、
的
確
な
ご

意
見
を
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
康
了
。

　
各
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
。
任
期
は
、
い
ず
れ
も

二
年
間
で
、
平
成
三
年
五
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

　
○
＝
委
員
長
（
会
長
）
、
○
＝

職
務
代
理
。
（
敬
称
略
）

　宇治市の西部に広かっていた巨椋池､。

昭和の初めに干拓され、戦後は急激な都市化

が進行した一写真パネルや生活用具によっ

て、巨椋池の今と昔を紹介します。

　
〈
社
会
教
育
委
員
〉

　
Ｏ
和
田
安
治
、
○
前
川
桂
子
、

杉
本
康
男
、
松
田
キ
ョ
子
、
川
勝

邦
泰
、
野
村
久
雄
一
、
福
山
一
男
、

青
山
一
雄
、
飯
塚
久
子
、
大
北
幸

平
、
寵
谷
真
智
子
、
笠
嶋
教
瑞
、

栗
田
修
、
森
居
研
治
、
山
西
重
男
。

　
〈
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
〉

　
○
笠
嶋
教
瑞
、
○
小
坂
恵
美

子
、
・
北
里
良
子
、
土
田
昭
、
池
本

甫
、
大
谷
郁
価
、
北
岡
綾
子
、
栗

田
修
、
久
保
田
保
夫
、
越
村
春

枝
、
長
谷
部
松
子
、
浜
田
和
夫
。

　
〈
図
書
館
協
議
会
委
員
〉

　
○
池
本
甫
、
○
青
木
次
彦
、
佐

藤
雪
枝
、
竹
中
武
彦
、
前
川
桂

子
、
永
野
玲
子
、
前
田
栄
子
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
私
た
ち
の
ま
ち
に
は
大
き
な
池

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
池
は
「
お
ぐ

ら
い
け
」
と
呼
ば
れ
、
人
間
だ
け

で
な
ぐ
、
烏
や
魚
、
そ
し
て
水
辺

の
草
花
も
、
池
と
と
も
に
暮
β
し

て
い
た
の
で
す
。

　
　
　
干
　
　
拓

　
巨
掠
池
は
河
川
の
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
次
第
に
水
質
が
悪
ぐ
な
り
、

魚
の
数
も
減
り
、
周
り
で
は
マ
ラ

リ
ヤ
と
い
み
伝
染
病
む
流
行
し
ま

し
た
。
ま
た
水
害
も
多
く
な
り
、

人
々
は
ず
い
ぶ
ん
苦
労
を
重
ね
ま

し
た
。

　
そ
し
て
今
か
ら
五
十
年
程
前
、

池
は
干
拓
さ
れ
、
そ
の
姿
を
消
し

た
の
で
す
。

　
新
し
い
時
代
へ

　
か
つ
て
の
水
面
は
広
々
と
し
た

田
ん
ぼ
に
、
そ
し
て
、
み
ん
な
が

住
ん
で
い
る
寥
ｙ
と
に
建
ち
並

び
ま
し
た
。
車
が
通
導
恚
バ
イ

パ
ス
も
で
呈
亡
だ
。

　
巨
椋
池
千
拓
地
と
人
々
の
か
か

わ
り
は
毒
Ｔ
手
深
ま
っ
て
い
ま

す
。
池
は
ま
た
新
た
な
時
代
か
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
水
辺
の
民
具

展
示
し
て
あ
る
民
具
は
、
少
し

前
ま
で
巨
椋
池
の
周
。
り
で
よ
く
見

か
け
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
い
っ

た
い
、
ど
ん
な
具
合
に
伍
わ
れ
た

の
で
し
よ
シ
か
。
ぜ
ひ
、
自
分
の

目
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
◆

　
巨
椋
池
は
、
宇
治
川
・
桂
川
・

木
津
川
の
三
川
が
淀
川
の
大
き
な

流
れ
に
沸
々
の
ら
れ
る
少
し
手
前
、

京
都
盆
地
の
最
も
底
い
と
こ
ろ
に

形
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
目
然
の
大
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▲巨椋池の周りで使われ

　ていた民具

き
な
水
た
ま
り
で
す
。
か
つ
て
は

宇
治
市
の
西
部
、
京
都
市
と
久
御

山
町
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
、
周
囲

約
土
ハ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
雅
戊
な

池
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
巨
椋
池
の

昔
の
様
子
や
〈
々
の
生
活
に
つ
い

て
調
査
し
記
録
す
る
こ
と
を
、
一

つ
の
大
き
な
仕
事
に
し
て
い
毒
丁
。

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
展
覧
会
を
開

き
、
そ
の
戌
果
の
一
部
を
発
表
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
巨
椋
池
」
は
、
学
校
で
も
地
域

学
習
の
単
元
で
取
口
上
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
夏
休
み
の
ひ
と
と

き
、
ご
家
族
連
れ
で
の
ご
観
覧
を

お
す
す
め
し
未
す
。

　歴史資料館

午前９時～午後５時

(月曜日･祝日は休館)

　折居台１丁目１
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新しい歴史に向かって走
ろう市民運動推進協　　第４回総会

　
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
ご
Ｉ

こ
れ
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
京
都
国
体
の
ス

ロ
’
‐
‐
ガ
ン
で
し
た
。
こ
の
京
都
国
体
宇
治

市
会
場
成
功
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、

新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
う
っ
宇
治
市

市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
六
月
一
宇
三
日
に
国

体
後
初
の
総
会
を
産
業
会
館
で
開
催
。
堀

井
信
夫
会
長
、
来
賓
の
池
本
市
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が

決
め
ら
れ
、
今
後
は
平
成
三
年
に
開
催
さ

れ
る
全
国
植
回
答
目
指
し
て
市
民
運
動

か
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
雨
の
中
、
約
二
百
人
の
会
員

が
出
席
。
国
体
終
了
後
も
変
わ
ら
ぬ
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
気
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

宇
治
市
議
会

虚
礼
廃
止
を

　
申
し
合
わ
せ

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
宇
治
市
議
会
で
は
政
治
活
動

の
公
正
を
期
す
る
た
め
、
六
月

二
土
（
日
、
金
品
そ
の
他
の
寄

付
行
為
の
禁
止
と
虚
礼
廃
止
の

励
行
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

申
ｋ
口
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
活
動
の

公
正
を
期
す
る
た
め

一
、
金
品
そ
の
他
の
寄
付
行
為

　
　
の
禁
止

　
議
員
名
、
後
援
会
名
に
よ
る

寄
付
行
為
は
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
も
全
廃
す
る
と
と

も
に
。
摩
弔
諸
行
事
に
お
け
る

祝
儀
、
香
典
、
生
花
、
花
輪
、
柁
、

盛
物
及
び
供
物
の
類
並
び
に
災

害
等
に
対
す
る
見
舞
い
の
た
め

の
金
品
並
び
に
中
元
及
び
歳
暮

等
売
名
的
行
為
は
、
一
切
廃
止

す
る
。

　
政
治
的
学
習
会
、
講
習
会
並

び
に
団
体
旅
行
等
に
お
け
る
バ

ス
、
金
品
、
飲
食
物
、
酒
類
及

び
宿
泊
費
等
は
提
供
し
な
い
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
、
祝
賀
会
等
は

会
費
相
当
額
に
よ
り
支
出
し
、

議
員
、
支
持
者
等
特
定
の
者
の

過
剰
負
担
は
禁
止
す
る
。

二
、
虚
礼
廃
止
の
励
行

　
議
員
及
び
桟
援
会
の
虚
礼
廃

止
の
た
め
、
各
種
式
典
、
諸
行
事

へ
の
祝
電
、
慰
霊
行
事
等
へ
の

弔
電
及
び
年
賀
状
、
暑
中
見
舞

い
は
が
き
、
こ
れ
に
類
す
る
ポ

ス
タ
ー
等
は
出
さ
な
い
。

　
な
お
。
こ
の
申
し
合
わ
せ
事

項
は
、
社
会
通
念
上
一
般
私
人

の
交
際
の
範
囲
に
つ
い
て
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
が
。
議
員
後

援
会
そ
の
他
議
員
名
を
類
推
さ

せ
る
団
体
ま
た
は
個
人
の
名
で

行
う
場
合
に
も
適
用
す
る
。

　
こ
の
申
し
台
わ
せ
の
徹
底
と

完
全
実
施
の
た
め
、
市
民
・
各

団
体
の
皆
さ
ん
に
は
ご
理
解
の

う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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7
月
2
3
日
（
日
）
は
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日

　
　
　
投
票
所
入
場
券
が
変
わ
り
ま
す

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
響
ｔ

は
、
七
月
二
十
三
日
間
に
行
わ
れ

康
司
大
切
な
国
政
参
加
の
機
会

で
ｙ
。
棄
権
す
る
こ
と
な
ぐ
、
立

派
な
代
表
鷺
男
蚤
し
ょ
う
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選

挙
の
た
び
に
「
投
票
所
入
場
券
」
を
、

有
権
者
一
人
ひ
と
り
に
郵
送
し
て

い
ま
し
た
が
、
配
達
の
簡
便
さ
、

配
達
の
ば
ら
つ
き
に
よ
る
混
乱
の

（表）
（霧）

　　　　　輿侵はがき
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　　　　　　　　　　（切鐘してください）
二心二唖
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ロ
m 累日7月2 3日(日｜
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平威冗年７月

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

最
近
流
行
の
コ
ー
ド
レ
ス
電
　
Ｏ
微
弱
電
波
タ
イ
プ
山
居
の

話
機
は
、
｛
覆
の
届
く
距
離
で

二
種
類
に
分
け
白
壁
チ
。

つ
小
電
力
電
波
タ
イ
プ
…
電
波

　
の
到
達
範
囲
約
五
十
～
百
μ

解
消
な
ど
の
た
め
、
今
回
か
ら
、

な
玉
図
の
と
お
り
、
世
帯
単
位
で

一
枚
四
人
連
記
（
五
～
八
人
世
帯

へ
は
二
枚
郵
送
）
に
変
更
し
示
ｙ
。

　
醤
百
に
は
、
一
枚
ず
つ
切
り

離
し
、
各
自
の
分
か
投
票
所
受
付

係
に
お
渡
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

▼▼で

上期申

映間し

時Ｅ込

間８ん

ふ郷

間日だ

は（土）さ

相　｀い
談20　°
頴

　
詳
し
ぐ
は
中
央
公
民
館
（
折
居

台
一
丁
目
、
ａ
⑩
1
4
1
1
）
へ

問
い
合
わ
せ
鴛
（
中
央
公
民
館
）

　
地
蔵
盆
巡
回
上
映

　
八
月
十
七
日
～
二
十
一
日
の
間

は
、
1
6
ミ
リ
映
写
機
・
フ
ィ
ル
ム

の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
八
月
十
九
日
出
・
二
十
日
間
は
、

公
民
館
サ
ー
ク
ル
‘
「
宇
治
映
画
同

好
今
の
協
力
で
、
希
望
の
地
域
・

団
体
へ
巡
回
上
映
し
柔
ｙ
。
希
望

す
る
地
域
・
団
体
は
、
次
の
要
領

ス
電
話
機
に
は
、
混
信
な
'
A
m

防
ぐ
た
め
の
特
別
な
技
術
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
技

術
が
電
波
法
の
定
め
る
基
準
を

満
た
し
て
い
る
も
の
に
は
、
下

図
の
マ
ー
ク
が
必
ず
つ
い
て
い

　
え
決
定
。
夜
間
は
午
後
７
時
～

　
８
時
、
８
時
1
5
分
～
９
時
1
5
分
。

　
上
映
は
5
0
分
間
程
度
。

▼
申
し
込
み
・
・
・
７
月
1
2
日
困
～
1
4

　
日
廊
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
直

　
接
来
館
で
。
’

※
フ
″
ル
ム
の
選
定
は
、
公
民
館

　
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
希
望
団

　
体
が
多
数
の
場
合
は
調
整
し
ま

　
す
。
調
整
で
き
な
い
場
合
は
抽

　
選
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

お
知

ら
せ

指
導
者
講
座

日
ご
ろ
価
云
た
ち
の
活
動
に

　
違
法
な
電
話
機
は
　
・

　
　
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む

　
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
な
い
電
話
機
は
違
法
な
も
の

で
、
技
術
基
準
に
達
し
て
い
ま

コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機
を
買
う
と
き
は

　
　
　
　
マ
ー
ク
の
表
示
を
確
か
め
て

到
達
範
囲
約
十
圭
一
十
肩
　
未
了
（
小
電
力
｛
覆
タ
イ
プ
に

　
皮
去
　
　
　
　
　
　
　
　
は
こ
の
三
つ
す
べ
て
が
、
微
弱

電
、
｀
’
ヽ
゜
の
技
術
基
準
を
　
　
電
波
タ
イ
プ
に
は
、
電
話
回
線

満
た
す
適
合
マ
ー
ク
　
　
接
続
証
明
の
マ
ー
ク
だ
け
が
つ

無
線
機
械
で
あ
る
コ
ー
ド
レ
　
　
い
て
い
ま
ず
）
。

せ
ん
か
ら
、
混
信
し
た
り
他
人

の
電
話
料
金
が
加
算
さ
れ
た
り

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
示
す
。

　
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機
を
買
う

と
き
は
、
認
定
マ
ー
ク
の
つ
い

　　　　　★貸し出しの視聴覚教材★

※機材

0 16ミリ映■';機（公尺館発行の操作免許証が■要）o 8ミ

リ映写綴･ 撮影機　O 7,ライド映町機　Ｏ映写台　O スク

リーン（布・ティライト・ワ･イド）－〇レンズ(ワイド）

※16ミリフイルム（公民館発行の禅作免許証が必要）

〈アニメーション〉０トロッコ　〇わがままな巨人　Ｏく

まの子>■' -r ッキー　〇山ねすみロッキー・チャ･、ク　Ｏお

ば捨て山の月　0 )1の昨の狼　〇手品師　Ｏくまの子ウー

フ　Ｏまんか偉人物語「良寛j o きつねのしっぼ　o ―

休さん「かまん会ときもだめし会JOあんじゅとすしお

う　〇ごんぎつね　〇こびととくつや　〇竹取物語Ｏい

じわる狐ランボー　〇どじょっこ・ふなっこ　○Si服の少

女たち

　〈劇映画〉○おじいさんと不s.議なおく') もの　〇チピ六

二死満塁　〇てんぐ祭')とガキ大将　ＯチョコレートIS争

〇大きい一年生と小さな二年生-〇走れ, irくの小さな友

だち　oirくの熊おヒさん　o夢かぎりなく~わか子に豊

かな体験を～　〇わらべの家のおばさんたち　○わたんべ

とすばらしい仲間

〈その他〉O天ヶ瀬ダム　○武tsなき闘い「山本竃治」

○この流れの彼方に　〇チーター君のおはなし　Ｏ二十四

の瞳　o核戦争後の地球　oあしたに虹のかけ僑を（京都

国体宇治市記録映画)

※スライド

o荒ffの少年　Ｏ小つばめの初旅行　O黄金のかもしか

〇くるみわり人形o I)ようしと人形oくもの糸○道標

携
わ
る
人
を
対
象
と
し
た
講
座
を

開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
1
日
廊
、
午
前

９
時
半
ト
Ｈ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
大

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
：

子
と
登
高
は
ｙ
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
～
身
近
な
素
材
を
使
っ
て
～
▼

対
象
・
定
員
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
、
3
0
人
▼
参
加
費
…
無
料
▼
講

師
…
手
の
ひ
ら
工
房
・
河
合
正
雄

さ
ん
▼
保
育
…
２
歳
以
上
、
お
や

つ
代
百
円
か
必
要
▼
申
し
込
み
…

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

（
酋
㈲
7
4
4
7
）
か
来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
交
通
遺
児

　
　
奨
学
資
金
の
支
給

　
市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
奮
」

く
し
た
子
μ
石
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

Ｏ
技
術
基
準
適
合
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
心
波
江
の
技
術
基

　
　
　
　
　
　
　
　
準
に
適
へ
‥
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
を
。
小
し
て

○

い
ま
す
。

Ｏ
混
信
防
止
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
混
Ｕ
な
ど
を
防
ｄ

Ｄ

す
る
た
め
の
呼
出

　
　
　
　
　
　
　
　
お
札
な
ど
を
使
川

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
こ
と
を

　
Ｖ

．
l
h
／
　
Ｚ
ｔ
Ｔ
＾
ｔ

-

G

てI. 基す電
いる準るHi
まこにた川
すと適め線
゜を合のへ
　小し技接
　して衿 続

宇
治
交
通
遺
児
奨
学
資
金
等
支
給

制
度
か
設
け
て
い
ま
ず
。

　
支
給
額
は
、
見
舞
金
（
父
ほ
等
の

い
ず
れ
か
が
死
亡
）
＝
一
万
円
・

（
父
母
等
が
同
時
に
死
亡
）
＝
二
万

円
、
奨
学
資
金
（
小
学
校
入
学
丁

一
万
円
・
（
中
学
校
入
学
）
＝
二
万

円
、
激
励
金
（
中
学
校
卒
業
て
二

万
円
で
す
。
申
請
・
問
い
合
わ

せ
は
交
通
対
策
課
（
内
線
２
７
９
）

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

　
軟
式
テ
ニ
ス

　
　
府
南
部
選
手
権
大
会

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
3
日
㈲
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
梨
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
種
目
上
般
男

女
、
成
年
男
女
、
壮
年
▼
参
加
料

・
：
Ｉ
チ
ー
ム
八
百
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
７
月
1
8
日
㈹
ま
で
に
軟
式
庭
球

協
会
・
的
場
一
さ
ん
（
豊
㈲
1
2

8
6
）
へ
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
一
般
水
泳
教
室

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
8
日
面
か
ら
８

月
４
日
出
ま
で
の
７
日
間
（
７
月

3
0
日
間
は
除
く
）
、
い
ず
れ
も
午
後

６
時
～
８
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
宇
治

公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
…
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
▼

定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話
で
市

民
体
育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
水
　
泳
　
学

ヽ

園

　
▼
と
き
…
７
月
2
4
日
囲
～
８
月

６
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と

こ
ろ
・
：
黄
堅
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象

・
：
小
学
２
年
生
以
上
▼
定
員
：
3
5
0

人
▼
受
講
料
士
〈
千
五
百
円
、
指

定
バ
ヴ
’
グ
を
持
っ
て
い
る
人
は
六

千
円
▼
指
導
…
日
本
水
泳
連
盟
公

認
指
導
員
ほ
か
▼
申
し
込
み
・
：
７

月
1
5
日
出
～
1
7
日
向
の
午
前
1
0
時

～
午
後
４
時
、
黄
囃
公
園
プ
ー
ル

内
特
設
テ
ン
ト
で
▼
問
い
合
わ
せ

…
宇
治
市
水
泳
協
会
事
務
局
（
豊

⑩
3
7
7
7
）
へ
▼
主
催
・
・
重
治

市
水
泳
協
会
。
吊
民
体
育
課
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
バ
ン
パ
ー
教
室
〉

　
▼
と
き
…
７
月
2
6
日
困
か
ら
９

月
６
日
困
ま
で
の
（
８
月
1
6
日
を

除
く
）
毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）
、

午
後
１
時
半
ｙ
３
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
身
体

障
害
者
▼
指
導
…
バ
ン
パ
ー
愛
好

会
・
藤
原
幸
蔵
さ
ん
、
笠
木
吟
一

さ
ん
▼
内
容
…
バ
ン
パ
ー
の
基
本
、

ル
ー
ル
、
試
合
の
運
び
方
ほ
か
▼

参
加
費
…
無
料
▼
持
ち
物
・
・
・
運
動

で
き
る
服
装
▼
申
し
込
み
…
７
月

1
8
日
㈹
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
容
⑩
５
６
５
０
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ａ
⑩
0
8
5
7
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
合

　
自
衛
官
の
募
集

　
▼
種
別
・
受
け
付
け
・
対
象
・
：

八
勇
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

＝
９
月
3
0
日
出
ま
で
、
1
8
歳
以
上

2
5
歳
未
満
○
男
子
２
等
陸
士
・
海

幸
空
士
＝
２
年
３
月
中
旬
ま
で
、

２
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
○
女
子
２
等
防
壬
・
海
士
・

空
±
9
9
月
１
日
金
～
3
0
日
出
、

花
火
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う
！

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

　
花
火
は
、
夏
の
風
物
詩
と
し

て
風
情
の
あ
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
遊
び
方
や
取
り
扱
い
を

誤
る
七
、
け
が
や
火
災
な
ど
、

思
わ
ぬ
事
故
に
結
び
つ
孝
示
す
。

　
特
に
、
子
ひ
七
だ
け
の
花
火

は
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
ぷ
つ

み
ん
な
で
注
意
し
、
事
故
の
な

い
ぶ
つ
、
正
？
遊
ぷ
ぷ
ｒ
ｖ
に
３

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
〈
取
り
扱
う
と
き
の
注
意
〉

☆
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

　
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

　
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

　
い
ふ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
用
意
し
、
終
わ
っ
た
花
火
は

　
必
ず
水
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
吹
き
｛
一
し
、
打
ち
上
げ
な
ど

　
の
筒
物
花
火
は
、
途
中
で
火

　
が
消
え
て
も
、
筒
を
の
ぞ
か

　
な
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
の
は

　
危
険
で
す
。
絶
対
し
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

宣
旨
一
で
す
か
ら
、
花
火
を
ポ

　
ケ
″
ト
に
入
れ
な
い
ぷ
つ
に

　
し
ま
し
ょ
う
。
（
消
防
本
部
）

1008

1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
⑤
男
子
・
女

子
医
科
・
歯
科
幹
部
＝
年
間
を
通

じ
て
、
医
科
・
歯
科
医
師
の
免
許

取
得
者
Ｏ
男
子
・
女
子
医
科
・
歯

科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
＝
８
月

1
0
日
俐
ま
で
、
専
門
の
大
卒
（
見

　
二
年
三
月
新
規
高
校
卒
業
予
定

者
の
受
け
付
け
と
試
験
期
日
に
つ

い
て
は
、
以
上
の
こ
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
文
部
・
労
働
両
省
か
ら
示

さ
れ
た
期
日
以
降
に
実
施
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
容
㈲
7
1
3
9
）
か
市
役
所
企
画

管
理
部
総
務
課
（
内
線
４
３
２
）

へ
。
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
　
　
　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
…
７
月
2
2
日
出
、
午
後

１
時
と
６
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上

▼
－
心
員
・
：
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
：
千
円
（
要
顔
写
真
）
▼
申
し

込
み
・
：
７
月
1
6
日
間
、
午
前
９
時

か
ら
直
接
黄
奘
体
育
館
（
容
⑩
4

0
0
1
）
へ
。
　
（
公
園
公
社
）

お
わ
び
と
訂
正

　
七
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
の
巨

椋
池
の
蓮
を
観
賞
す
る
会
の
申
し

込
み
先
電
話
番
号
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
ぐ
は
豊
⑩
4
6
8
7

で
す
。
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

第
3
9
回
宇
治
川
写
生
大
会
～

　
1
1
点
が
推
薦
に

　
第
三
十
九
回
宇
港
川
写
生
大

会
に
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
合
わ
せ
て
四
十
校
か
ら
、
一

万
四
千
八
百
八
土
ハ
点
が
応
募
。

い
ず
れ
欠
「
年
四
月
中
旬
か
ら

五
月
末
ま
で
に
描
か
れ
た
も
の

で
、
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
個
人
の
部
で

推
薦
十
一
点
、
特
選
二
百
三
十

七
Ｒ
、
入
選
千
百
八
十
四
点
、

奨
励
賞
十
五
点
が
、
団
体
の
部

で
学
校
賞
一
校
、
学
校
奨
励
賞

十
校
が
入
賞
に
蛋
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
七
月
十
五
日
出
、

午
後
三
時
か
ら
産
業
会
館
で
開

催
。
当
日
は
同
会
館
で
、
特
選

以
上
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
主
な
入
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

－
個
人
の
部
（
推
薦
》
－

○
朝
日
新
聞
社
賞
…
災
健
太

　
（
寺
田
南
小
）

Ｏ
宇
治
市
長
賞
・
：
磯
部
輝
（
宇

　
治
幼
）
、
宮
崎
朋
美
（
菟
道
第

　
二
小
）
、
京
極
康
孝
（
寺
田
南

　
小
）
、
小
谷
洋
中
（
青
谷
小
）
、

　
塩
見
桃
子
（
南
部
小
）
、
田
村

　
優
美
（
宇
治
田
原
小
）
、
山
崎

　
和
巳
（
大
開
小
）
、
石
原
浩
司

　
（
広
野
中
）
、
中
渾
伸
恵
（
久

　
御
山
中
）
、
新
海
久
仁
子
（
宇

　
治
中
）

１
団
体
の
部
１

Ｏ
学
校
賞
・
朝
日
新
聞
社
賞
・
：

　
大
開
小

○
学
校
奨
励
賞
・
宇
治
市
長
賞

　
・
：
菟
道
第
二
小
、
寺
田
南
小
、

　
東
宇
治
中
、
青
谷
小
、
久
御

　
山
中
｛
宇
池
中
、
横
島
小
、

　
大
久
保
小

○
学
校
奨
励
賞
・
京
阪
電
気
鉄

　
道
㈱
賞
・
：
菟
道
小

○
学
校
奨
励
賞
・
曲
京
都
府
観

　
光
連
盟
賞
…
木
幡
中

　
大
賞
作
品
を

　
　
　
　
　
　
　
展
示

　
特
選
以
上
の
入
賞
作
品
を
、

次
の
と
お
り
展
示
し
毒
司

▼
と
き
・
・
・
Ｏ
７
月
1
9
日
出
～
3
0

　
日
間
＝
幼
稚
園
、
小
学
校
―

　
～
３
年
、
奨
励
賞
○
８
月
１

　
日
㈹
1
1
3
日
㈲
＝
小
学
校
４

　
～
６
年
Ｏ
８
月
1
5
日
㈹
～
2
7

　
日
間
＝
中
学
生
、
い
ず
れ
も

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

　
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
観
光
セ
ン

　
　
タ
ー
２
階
。

　
※
推
薦
作
品
十
一
点
は
全
期
間

視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し
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